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くすりの話④ 咳の薬（その１） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

咳の薬として処方される薬には、その作用から

いくつかに分類することができます。それが鎮咳

薬、去痰薬、気管支拡張薬などです。今回はまず鎮

咳薬と去痰薬について考えてみます。 

【鎮咳薬】 

咳中枢に作用して、まさしく咳を止める薬です。

さらに麻薬系のコデイン類と、非麻薬系のデキス

トロメトルファン（医療用ではメジコン®）などに

分類する場合もあります。ただし、咳を止めるこ

とにこだわって、痰を伴う湿性咳嗽（ゴホンゴホ

ン）にむやみに投与すると，痰の排出を抑制し，風

邪をこじらせる可能性もあります。 

麻薬系の作用は強いですが、その分副作用もあ

りますので、市販の子ども用風邪シロップなどに

は含まれていません。逆に、大人向けの市販風邪

薬（ルル®、ベンザ®など）にはほぼ含まれていま

す。したがって、子どもの薬が手元にないからと

いって、素人判断で大人の風邪薬を減量して飲ま

せることはお勧めできません。また、喘息の発作

での咳については、使用は禁忌となっています。 

非麻薬系については、少し作用は弱く（副作用

も少なく）なるため乳幼児でも使用されます。市

販の子ども用風邪シロップにも含まれますが、で

きるだけ乾性咳嗽（コンコン）に限定して使用し

た方が良いと思われます。 

【去痰薬】 

カルボシステイン（ムコダイン®など）やアンブ

ロキソール（ムコソルバン®など）などが含まれま

す。医療機関で処方される風邪薬にはほぼ必ず含

まれる成分です。それぞれの薬剤の作用は少しず

つ違いますが、基本的に痰や膿の粘りを減らし、

排出しやすくします。また、荒れた副鼻腔粘膜や

気管支粘膜の線毛細胞を修復したり、線毛運動を

活発にしたりします。粘膜の抵抗力を高め、肺表

面活性物質を増やして気道粘膜の“すべり”を良

くする作用もあります。これらが総合的に作用す

ることで、痰や膿の排出が容易になり、つらい咳

の症状が楽になるわけです。 

 

マスクの正しい付け方 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

インフルエンザなどの患者さんのくしゃみや咳

の中には多数のウイルスがいます。口や鼻から吸

い込むことで入ってきます。それを阻止するのが

マスクです。感染予防のためガーゼマスクより不

織布で作られた使い捨てマスクがお勧めです。当

然正しく使用してこそ効果があります。①鼻に当

てる部分がある場合はそれを上にして顔に当て、

ゴム紐を耳にかけて固定

します。②マスク本体部

分を上下に引っ張って、

鼻からあごまでぴったり

とおおうようにします。

③鼻に当てる部分を曲げて、顔に密着させます。 

マスクをしている方を見ていますと、ちゃんと

つけられていない方も多いです。息が苦しいから

などと言って鼻を出したままでは何をしているの

かわかりません。さらに付け加えれば、正しいは

ずし方も知っていて下さい。はずす時は、ウイル

スが付着しているかもしれないマスク本体には触

れず、耳にかけているひもを持ってはずし、その

まま捨てることが望まれます。ときおり、装着中

にマスク本体の中央を指でつまんで引っ張ったり

しているのを見かけますが、ナンセンスな行為、

不潔な行為ということになります。 


